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英
彦
山
に
春
、

　
　
　
　

清
楚
な
彩
り
と
香
り

そえだ



　
　

昨
年
、
本
町
に

甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
九
州
北

部
豪
雨
で
は
、
町

民
一
丸
と
な
っ
た
対
応
、
結
束
力

を
見
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
各
地

か
ら
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
復
旧
、
復
興
に
全
力
を

尽
く
す
と
共
に
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
基
本
方
針
と

し
て
、
３
つ
を
掲
げ
進
み
ま
す
。

❶
10
年
後
、
20
年
後
の
人
口
減
を

直
視
し
、
縮
小
の
中
に
も
価
値
を

創
造
し
て
い
く
。
❷
つ
な
が
り
を

意
識
し
、
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
人
、

観
光
客
等
の
ふ
る
さ
と
人
口
、
交

流
人
口
を
増
や
す
。
❸
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
活
躍
。
町
に
住
む
、
一

人
ひ
と
り
の
才
能
・
能
力
を
再
発

見
し
、生
き
が
い
、や
り
が
い
を
増

や
し
、
住
民
の
基
礎
数
を
元
気
・

活
力
の
倍
数
で
大

き
く
す
る
。
添
田

町
町
民
憲
章
に
は

　
「
恵
ま
れ
た
美
し

い
環
境
と
先
輩
の

業
績
に
感
謝
し
、

福
祉
豊
か
な
活
力

あ
る
ま
ち
を
つ
く

り
ま
す
」
と
う
た

　
　

介
護
、
医
療
、

予
防
、生
活
支
援
、

住
ま
い
を
包
括
的

に
支
援
す
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進

め
、
介
護
予
防
事
業
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
引
き

続
き
実
施
。
子
育
て
環
境
づ
く
り

に
向
け
て
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

の
一
貫
し
た
支
援
体
制
と
し
て
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
す
。

　
　

町
営
住
宅
朝
日

ヶ
丘
団
地
建
替
事

業
は
、
今
年
度
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
３
階
建
て
２
棟
を
建
設
。
住

宅
35
戸
を
整
備
し
、
２
棟
目
の
１

階
部
分
に
は
、
年
齢
を
重
ね
て
も

自
宅
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
福
祉
施
設
を
併
設
し
ま
す
。
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
片
付
け
支
援

や
リ※
３

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
空
き

家
バ
ン
ク
登
録

推
進
謝
礼
、
不

動
産
仲
介
手
数

料
を
助
成
す
る

な
ど
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
物
件

登
録
を
推
進
し

ま
す
。

向
上
計
画
に
も
と
づ
き
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
英

彦
山
神
宮
参
道
（
町
道
英
彦
山
線
）

の
修
景
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
災
害
で
倒
木
し
た

町
指
定
天
然
記
念
物
「
吉
木
の
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
」
の
復
興
祈
願
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
ク※
２

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
制
作
し
ま
す
。

　
　

農
林
業
の
振
興

に
は
、
引
き
続
き

力
を
注
ぎ
ま
す
。

農
業
で
は
、
安
定

経
営
を
行
え
る
よ
う
新
規
就
農
者

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
林
業
で
は
、

町
内
に
事
業
所
・
工
場
の
あ
る
事

業
体
が
新
た
に
町
内
在
住
者
や
町

内
に
移
住
し
た
人
を
正
規
に
雇
用

し
た
場
合
に
木
材
産
業
人
材
育
成

と
し
て
助
成
し
、
人
材
確
保
と
育

成
を
行
い
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策

と
し
て
、
有
害
鳥

獣
駆
除
報
償
金
を

増
額
し
、
捕
獲
を

推
進
す
る
と
共
に
、
音
声
や
光
を

発
す
る
オ
オ
カ
ミ
型
追
い
払
い
機

「
オ
オ
カ
ミ
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
試
験

的
に
設
置
し
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
英

峰
塾
に
加
え
、
英

峰
日
進
塾
を
行
い

ま
す
。
町
の
小
中

学
生
の
学

力
向
上
策

と
し
て
、

家
庭
学
習

の
定
着
を

図
る
た
め

小
学
５
・
６
年
生
、
中
学
１
・
２

年
生
を
対
象
に
放
課
後
学
習
を
実

施
。
学
習
指
導
員
と
し
て
県
立
大

学
生
、
学
習
支
援
員
と
し
て
シ
ニ

ア
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
塾
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
統
合
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
、
方
向
性
の
案
を
示
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

説
明
会
を
行
い
、
意
見
を
聴
取
し
、

さ
ら
に
議
論
を
重
ね
る
取
り
組
み

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
　

そ
え
だ
公
民
館

が
開
館
30
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
記

念
行
事
と
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
公
民
館
を
身
近

に
感
じ
、
文
化
を
享
受
で
き
、
親

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
え

だ
ま
ち
町
観
光

大
使
の
熊
谷
真

実
さ
ん
に
よ
る

演
劇
の
舞
台
公

演
を
行
う
予
定

で
す
。

わ
れ
て
い
ま
す
。
添

田
町
を
安
定
飛
行
さ

せ
る
た
め
に
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
が
必
要
で
す
。
乱

気
流
に
も
巻
き
込
ま

れ
な
い
力
強
い
推
進

力
が
必
要
で
す
。
安

全
で
安
心
し
、
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
、
住

み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

一
日
も
早
い
復

旧
を
目
指
し
、
九

州
北
部
豪
雨
災
害

復
旧
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
国
や
県
と
は

別
に
本
町
独
自
で
彦
山
川
上
流
２

か
所
に
河
川
用
カ
メ
ラ
を
設
置
し

ま
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

自
主
防
災
組
織
の
設
立
支
援
や
地

域
で
の
防
災
士
の
育
成
講
習
の
た

め
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
を
積
極
的
に
支
援

し
ま
す
。
本
町
初
の
女
性
消
防
団

員
も
入
団
し
ま
し
た
。
団
員
の
確

保
と
共
に
、
活
動
に
お
け
る
環
境

整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
本
年
、

県
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
田
川
郡
代

表
と
し
て
出
場
す
る
添
田
町
消
防

団
の
健
闘
を
願
っ
て
、
事
業
助
成

を
行
い
ま
す
。

　
　

町
の
魅

力
を
紹
介

す
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア

ー
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
の
観
光
資
源
の
掘

り
起
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
高
評
価
を
得

て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
路

線
を
推
進
し
ま
す
。

　

添
田
町
観
光
戦
略
の
も
と
、
稼

ぐ
観
光
を
目
指
し
て
、
観
光
客
増

の
仕
組
み
づ
く
り
、
地
域
が
中
心

と
な
っ
て
観
光
を
盛
り
上
げ
る
組

織
と
し
て
の
Ｄ※
１

Ｍ
Ｏ
の
設
立

に
向
け
た
観
光
戦
略
推
進
事

業
を
行
い
、
人
材
発
掘
・

育
成
、
関
係
者
と
の
連
携

を
構
築
し
、
地
域
が
稼
ぐ

観
光
を
目
指
し
ま
す
。
現

在
活
動
中
の
３
名
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
加
え
、
新

た
に
観
光
施
策
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
２
名
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
ま
す
。

　
　

添
田
町
の
観
光

の
核
は
、
霊
峰
・

英
彦
山
で
す
。
昨

年
２
月
に
は
国
の

史
跡
指
定
を
受
け
ま
し
た
が
、
目

標
は
大
き
く
、
世
界
遺
産
を
目
指

し
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
添
田
町
歴
史
的
風
致
維
持

人 口減少の中にも幸せを求めて、さら
なる課題に対応しなければならない

時にきています。まもなく町制施行 110周
年を迎える添田町、その誇りと自信のもと、
自主独立の精神で、まちづくりをしっかり
確立していかなければなりません」。３月に
行われた定例議会で、寺西明男町長が発表
した平成30年度の施政方針の中から、町の
目指すべき３つの基本方針と主要施策を抜
粋してお伝えします。

「

添田町の誇りと自信をもとに

訪れたくなる、住みたくなるまちへ

平成30年度
施政方針

本基
針方

「皆さんの力をひとつに結集し、行政とともに協働で、
これまでの施策をさらに推進させ、町を活性化」

寺西町長が語ったこれからの町政と平成30年度の主要施策

興復
災防

光観
策施

史歴
統伝

業農
業林

校学
育教

術芸
化文

康健
祉福

３　広報そえだ（平成 30年４月号） 広報そえだ（平成 30年４月号）　２

宅住
策施

←修景整備事業が行われる英彦山神宮参道
　（町道英彦山線）

↓花が咲き誇っていたろの吉木のヤマザクラ（平成22年４月３日撮影）↓写真／2015年添田町フォトコンテスト・風景部門特選作品「夕闇に映える」

※１…Destination Management Organization：デスティネーション・マネージメント・オーガニゼーションの略。　　
　　　観光物件、自然、食、芸術・芸能など当該地域にある観光資源に精通し、地域と協同して観光地域作りを行
　　　う法人のこと

※２…不特定多数の人が、通常インターネット経由で他の人々や組織に財源の提供や協力などを行うことで
　　　群衆（crowd）と資金調達（funding）を組み合わせた造語

※３…①刷新。改善。② 修理。修復。建築物の改造について、古い部分の補修や内外装の変更程度にとどまる
　　　リフォームに対し、増築・改築や建物の用途変更など、資産価値を高めるための大規模な改造をいう

↑朝日ヶ丘団地完成予想図

↓観光大使の熊谷真実さん

←
好
評
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

↑県大生が指導する英峰塾



５　広報そえだ（平成 30年４月号） 広報そえだ（平成 30年４月号）　４

▶▶▶特別会計

国民健康保険事業勘定

後期高齢者医療

住宅新築資金等貸付事業

バス事業

水道事業 ２億 488万円

2,200万円

159万円

１億 8,010万円

12億 260万円 ▲ 25.2％

▲ 1.6％

27.2％

48.3％

4.6％

16億1,117万円
前年度に比べ3億9,122万円の減額（ ▲19.5％）

特別会計名 当初予算額 前年度比

議会費
9,769万円
（1.4％）

総務費
９億3,970万円
（13.7％）

民生費
20億3,428万円
（29.6％）

災害復旧費ほか
２億6,380万円
（3.8％）

公債費
7億3,685万円
（10.7％）

教育費
５億8,351万円
（8.5％）

土木費
11億3,107万円
（16.4％）

　平成30年度の添田町の一般
会計予算は、昨年度に比べて、36
万円増額の 68億7,961万円となって
います。

　　歳入は、皆さんの税金や使
用料・手数料などによる自主

財源が全体の21.5％、国や県に頼っ
た依存財源が78.5％と本年度も財源
の多くを依存財源が占める財政構造
となり、厳しい財政運営状況が続い
ています。
　自主財源の核となる町税は、課税
客体の減少やたばこ税の減少などに
より前年度に比べ 1,489万円の減額
となっており、厳しい状況です。町
では、自主財源を確実に確保できる
よう、本年度も公平公正な受益者負
担を基本方針に、税などの徴収に努
めます。

　
　

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
は
、
一
日
も
早
い
復
旧
を

第
一
に
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
復
旧

事
業
を
行
い
ま
す
。
朝
日
ヶ
丘
団
地

の
建
て
替
え
事
業
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
３
階
建
て
２
棟
35
戸
を
建

設
し
、
福
祉
施
設
を
併
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
８
日
に
行
わ
れ
る
任

期
満
了
に
よ
る
添
田
町
長
お
よ
び
添

田
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
経
費
や

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
人
を

雇
用
し
、
観
光
施
策
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
に
向
け
、
減
少
す
る

歳
入
を
有
効
活
用
し
、
よ
り
効
率
的

で
効
果
的
な
、
選
択
と
集
中
に
よ
る

行
政
運
営
を
進
め
な
が
ら
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
、
安
全
に
、
楽
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　町では添田町第５次総合計画や総合戦略な
どの各種計画をもとに、選択と集中による事
業を推進します。

▶ 1,248万円（総務費）
　任期満了による添田町長
および添田町議会議員一般
選挙を行うための経費です。
※両選挙とも告示日７月３
日、選挙期日７月８日

【
歳
入
】

▼
町
税
…
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば

　

こ
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
、
皆
さ
ん
に

　

納
め
て
い
た
だ
く
税
金

▼
地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
力
に
応
じ

　

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
国
庫
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定
の

　

事
業
に
対
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

　

お
金

▼
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対

　

し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
通

　

常
は
使
途
が
特
定
さ
れ
ま
す

▼
町
債
…
町
の
借
入
金
で
償
還
が
２
年
以

　

上
に
わ
た
る
も
の

【
歳
出
】

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
の
経
費

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関

　

す
る
経
費

▼
民
生
費
…
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
す

　

る
福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費

▼
衛
生
費
…
環
境
保
全
や
健
康
づ
く
り
の

　

支
援
な
ど
の
経
費

▼
農
林
業
費
…
農
業
や
林
業
の
振
興
の
た

　

め
の
経
費

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た

　

め
の
経
費

▼
土
木
費
…
道
路
や
河
川
の
整
備
、
町
営

　

住
宅
建
設
な
ど
の
経
費

▼
消
防
費
…
消
防
活
動
や
災
害
対
策
な
ど

　

の
経
費

▼
教
育
費
…
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
充

　

実
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
経
費

▼
公
債
費
…
過
去
の
町
債
を
返
還
す
る
た

　

め
の
経
費

用

語

の

説

明

68億
7,961万円

町税
6億5,869万円
（9.6％）

地方交付税
29億946万円
（42.3％）

国庫支出金
10億
4,278万円
（15.2％）

県支出金
４億6,610万円
　　（6.8％）

町債
７億4,639万円
　（10.8％）

その他
２億3,300万円
（3.4％）

分担金・負担金
6,663万円
（1.0％）

その他
４億 5,815万円

（6.6％）

諸収入
１億3,038万円

（1.9％）

使用料・手数料
１億 6,503万円

（2.4％）

68億
7,961万円

衛生費
3億5,337万円（5.1％）

商工費
１億5,477万円
（2.3％） 農林業費

３億4,494万円（5.0％）

消防費
2億3,963万円
（3.5％）

町長および町議会議員一般選挙

朝日ヶ丘団地建替事業
▶６億9,132万円（土木費）
　鉄筋コンクリート造３階
建ての団地Ａ棟27戸とＢ棟
８戸を建設し、そのうちＢ
棟の１階部分に福祉施設を
併設します。

平成29年度九州北部豪雨災害復旧事業
▶２億4,235万円

　（災害復旧費）
　九州北部豪雨の復旧工事
のうち、今年度に対応する
道路や河川など29か所の災
害復旧事業です。

一般会計▶▶▶▶歳入一般会計▶▶▶▶歳出

平成30年度添田町予算が決定しました

　九州北部豪雨災害からの復旧・復興を第一に、安全で安心し、訪れた
くなる、住みたくなるまちづくりを推進するため、一般会計の68億7,961
万円と特別会計の16億1,117万円を合わせた、総額84億9,078万円が平成
30年度の予算額です。

84億9,078万円の

まちづくりスタート

一般会計・特別会計
合わせて総額

財政健全化に向け努力し、

復旧・復興のため、

福祉向上のため、

明日へとつなぐ予算

平成30成成 年度の添田町の一般
会計予算は、昨年度に比べて、36
万円増額の 68億7,961万円となって
います。

　歳入は、皆さんの税金や使
用料・手数料などによる自主

財源が全体の21.5％、国や県に頼っ
た依存財源が78 5％と本年度も財源

歳入

歳出

自主財源（21.5％）
依存財源（78.5％）

（前年度比 36万円増　0.0％） （前年度比 36万円増　0.0％）

主な事業平成30年度

平 成29年度に発生した九州北部豪雨
災害の復興支援のため、多くの皆

様から災害支援金として 5,907万円の心
温まるご支援をいただきました。町では、
早期の災害復旧を行うため、２か年での
災害復旧事業を計画し、事業を行ってい
ます。国・県からの補助金を活用した事
業のほか、皆様からのご支援をもとに、
平成29年度では、公共土木災害における
応急工事費として 1,331万円のほか、13
事業に 3,201万円を活用しました。平成
30年度では、災害復旧関連事業に残りの
2,706万円を活用します。
●平成29年度実施事業分　3,201万円
●平成30年度実施事業分　2,706万円



問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

INFORMATIONtAX
税のお知らせ税のお知らせ

税金と使われ道

もし税金がなかったら

▶▶▶豊かで安心に暮らすためのに必要です

納期があります

税等の期限内納付をお願いします

▶▶▶口座振替日は毎月25日です

町
県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康

保

険

税

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

５月 ５／31木 １期
全期 全期

６月 ７／２月 １期
全期

７月 ７／31火 ２期 １期 １期

８月 ８／31金 ２期 ２期 ２期

９月 10／１月 ３期 ３期 ３期

10月 10／31水 ３期 ４期 ４期

11月 11／30金 ４期 ５期 ５期

12月 １／４金 ４期 ６期 ６期

１月 １／31木 ７期 ７期

２月 2／28木 ８期 ８期

３月 ４／１月 ９期

　今年度の町税や国民健康保険税などの納期と納期
限は下表のとおりです。次の時期に納税通知書を発
送しますので、納め忘れのないようにお願いします。
▶５月＝固定資産税、軽自動車税　▶６月＝町県民税
▶７月＝国民健康保険税、後期高齢者医療保険料

納付は口座振替が便利です

今年度の納付期限の確認を

滞
納
解
消
へ
の
取
り
組
み

積
極
的
な

滞
納
処
分
を
実
施

滞
納
解
消
へ
の
取
り
組
み

　

町
で
は
、
県
税
特
別
対
策
班
と

共
同
で
、
税
な
ど
の
滞
納
に
つ
い

て
、
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
税
金
に
つ

い
て
、
公
平
で
適
正
な
負
担
を
図

る
た
め
、
滞
納
解
消
へ
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

度
は
預
金
を
は
じ
め
、
給
与
等
の

差
押
え
も
実
施
し
ま
し
た
。
平
成

30
年
度
も
積
極
的
に
滞
納
処
分
を

行
い
ま
す
。

◉
平
成
29
年
度
差
押
え
等
の
件
数

　

と
納
付
額

▼
件
数　

18
件　

▼
納
付
額　

244
万
２
千
円

税金を払わないと

▼
県
税
特
別
対
策
班
と
共
同
で↑平成29年度も県税特別対策班に辞令を交付し、

　共同で滞納対策を行いました

平成30年度の国民年金保険料額は、月額16,340円
です。支払い方法によってお得な割引制度があ

りますので、ご利用ください。
❶口座振替 早割

　当月保険料を当月末に引き落とす早割制度（納付期
限よりも１か月早く振替する制度）を利用すると毎月
50円（年間600円）割引となります。
❷前納割引（保険料の前払い）

　現金で保険料を２年度分前納した場合、毎月払いと
比べて 14,420 円の割引、１年度分前納で 3,480 円
の割引、６か月分前納で 800 円の割引になります。
また、口座振替制度を利用すると、２年度分前納で
15,650 円、１年度分前納で 4,110 円、６か月分前納

割引制度がお得です　　　　　　　問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966） 直方年金事務所（☎ 0949-22-0891）

国民年金保険料額が16,340円に変わります

飼い犬には、狂犬病予防法で「登録」と「予防注射」
が義務づけられています。犬を複数頭飼う場合

　　　　　は、１頭ごとに登録が必要です。飼い主が
　　　　　変わったときや引っ越した場合、犬が死亡
　　　　　したときは、届出が必要となります。また、
　　　　　狂犬病の予防注射は、毎年１回受け、町か
　　　　　　　　　　ら注射済票の交付を受けなけれ
　　　　　　　　　　ばなりません。飼い犬が登録済
　　　　　　　　　　みの場合は、通知書が届きます。
【畜犬登録と狂犬病予防注射】
◉とき　４月19日木　９時30分～15時15分
　　　　　   20日金　９時30分～14時30分
※受けられない場合は動物病院で接種してください。
◉ところ　町内地区公民館や集会所など25会場
※対象は生後91日以上の犬です。各会場で時間が決ま
っていますので、詳しくは、役場保健福祉環境課環境
保全係まで問い合わせください。

問 役場保健福祉環境課環境保全係（☎ 82-1232)

愛犬の登録と、１年に１回の
予防注射を忘れずに

愛犬に１年に１回大切な予防注射

登録と注射 注射料金 登録手数料 済票手数料 合　計
初めて登録 2,600円 3,000円 550円 6,150円
登録済み 2,600円 0円 550円 3,150円

で 1,110 円の割引となり、大変お得です。
◉学生納付特例制度

　20歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入
しなければなりません。しかし、学生は一般的に所
得が少ないため、本人の所得が一定額（118万円＋［扶
養親族等の数× 38万円］）以下の場合、国民年金保
険料の納付が猶予される「学生納付特例」があります。
　平成29年度に保険料を猶予されている人で、平成
30年度も引き続き在学予定の人は、３月下旬に送付
されたハガキで手続きができます。
　なお、平成30年度は学生特例制度を利用せず、保
険料の納付を希望する場合は、納付書を送付します
ので、直方年金事務所にご連絡ください。

◉出産奨励金
▶支給条件　子の出生日に、添田町に生活の本拠
を有し住民基本台帳に登録されている人で、出生
児を養育し、以下のいずれかの条件を満たす人
①町内居住者となって、継続して１年以上を経過した人
②子の出生日以降１年以内に①の条件を満たす人

添田町出産育児奨励金
制度を一部変更しました

子育て世代を応援します

　　　　　は、１頭ごと
とき
は、
予防
ら
ば
み

【畜犬登録と狂犬病予防

　　　　　は、１頭ご
　　　 　変わったと
　　　　 　したときは
　　　 　狂犬病の予
　　　 　 　　　　
　　　　　 　　　　
　　　　　 　　　　

種別 奨励金額
出生児１人につき 10万円

３子 20万円
４子以上 50万円

生活保護受給者 一律５万円

問 役場保健福祉環境課子育て支援係（☎82-1232）

◉育児奨励金
▶支給条件　町内居住者となって、継
続して１年以上を経過した人で、３子
以上の出産がある人（現在２児を養育している）
※支給条件を満たすお子さんは満３歳までは対象ですので
忘れず申請してください。

種別 奨励金額
３子以上 月額１万円

生活保護受給者 月額一律8千円

※滞納（前年度
以前より）があ
る場合は支給
できません。

）

年金に加入

ピックアップ  INFORMATIONINFORMATION

税のお知らせ

　共同で社会を維持
するため公共サービ
スに使われている税
金。暮らしにとても
身近な税金は、公平
に負担するよう日本
国憲法でも定められ
ており、納税は国民
の義務です。納期限
までに納めるべきも
のですが、互いに支
え合いながら負担す
ることが第一です。
　税金の種類は大きな分け方として、「国税」と「地
方税」の 2種類あり、また、「直接税」と「間接税」
に分類されます。さらに、決められた目的にのみ活
用される「目的税」もあります。
　税金はどんなことに使われるのでしょうか。道路
など生活を便利にしたり、平等に教育が受けられる
ように学校をつくったりしています。また、消防や
警察など安心して暮らすためにも税金は使われてい
ます。このように国や地方公共団体では、住民の暮
らしを便利で豊かにするための費用を税金という形
で皆さんから集めています。税金は、わたしたちが
豊かで安全に暮らすための会費のようなものです。

税金ってなに？

わたしたちの暮らしと税金

　皆さんが普段納めている税金。この税金は、皆さんが
安心・安全な生活を送るためなどに使われており、社会
福祉や教育、医療など、幅広い公共サービスの提供に活
用されています。今月号では、生活を維持し、発展させ
ていくために欠かせない税金についてお知らせします。

←
税
金
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
は
、
役
場
住
民
課
税
務
係
ま
で

７　広報そえだ（平成 30年４月号） 広報そえだ（平成 30年４月号）　６

※滞納（前年度
以前より）があ
る場合は支給
できません。

※平成30年４月1日以降に出生の子が変更
額の対象です。



広報そえだ（平成 30年４月号）　８９　広報そえだ（平成 30年４月号）

　３月25 日、福

太郎めんべいソ

フトボール部が

実業団チームの

タカギ北九州ウ

ォーターウェー

ブと練習試合を

しました。今年

も新メンバーが

加入した福太郎

めんべい。４月15日㈰と22日㈰も10時からめんべい添田

町工場グラウンドで練習試合、５月には北九州市で公式

戦が開催されます。皆さんの応援よろしくお願いします。

　　My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

福太郎めんべい練習試合

球春到来、新メンバーも加入し熱戦

↑雨天の場合は試合中止です。声援をお願いします。

↓添田町の人口の約半数にあたる、4,830人分の署名を担当者に手渡す齋藤区長

↑ＪＲへ２町村で6,200人超の署名を提出

③ ④

添田中学校でアースアワー

きれいな青い地球を守っていこう↓毎年３月の最終土曜日に行われるアースアワー。青い地球を守っていきましょう

　２月26日、添田中学校３年生が、中学校生活最後の

家庭科の授業でアースアワーを学びました。アースア

ワーは、地球温暖化防止キャンペーンの一環として始

まったもので、日付変更線に近い国から、世界中の人

々が「美しい地球を残したい」という思いを胸に、同じ

日、同じ時間帯に電気を消していく世界規模の消灯リ

レーです。また、保育も

学んできた３年生。使わ

なくなったタオル２枚で

子どもを喜ばせることが

できるベビーモンキー作

りにも挑戦し、３年間の

授業を締めくくりました。
↑数分で、可愛いベビーモンキーが完成

薬物乱用防止標語コンクール

はっきりと　断る勇気　ポケットに ↓「ダメ。ゼッダイ。」をテーマに募集された標語コンクールで町内から３人が表彰

　上田川ライオンズクラブ（八城修治会長）が添田町

と川崎町、大任町、赤村の小学５・６年生を対象に応

募した薬物乱用防止標語コンクール。応募総数 340 点

の中から添田小５年生（当時）の畠田穂華さんの「はっ

きりと　断る勇気　ポケットに」が見事、最優秀賞に

輝きました。また、津野小６年生（当時）の宮内彩羽

さんが優秀賞に、添田小

５年生（当時）の渡邊心

奈さんが上田川ライオン

ズクラブ賞に入選し、３

月14日、役場で表彰式が

行われ、３人に賞状と記

念品が手渡されました。

　春の火災予防

期間中の３月４

日、添田町消防

団（田中久美男

団長）の春季消

防訓練が、諏訪

神社そばの中元

寺川河川敷で行

われました。消

防団員 105 人、

車両16台が出動した今回の訓練は、原野火災の発生を想

定し、周辺建造物などへの延焼防止と早期鎮火に向けて、

一斉放水と本番さながらの動作で消火活動を行いました。

添田町消防団春季消防訓練

大規模火災に備えて、一斉放水

第30回町民バドミントン大会

老若男女が全力で渾身のスマッシュ

↑息の合ったコンビプレーを見せる参加者たち

↑機敏な動作で中元寺川から水をくみ上げ一斉放水

　町内各小学校

の卒業式が３月

16日に行われ、

思い出の詰まっ

た校舎に別れを

告げました。真

木小学校では、

５人の児童が卒

業証書を受け取

りました。別れ

の言葉や歌などで６年間の思い出を振り返り、必死で涙

をこらえる卒業生たち。先生や下級生、保護者、地域の

皆さんに見守られながら、新たな一歩を踏み出しました。

町内小学校で卒業式

多くの人に見守られて、思い出に涙

↑思い出を胸に新たな一歩を踏み出す真木小卒業生

　町体育館で３

月11日、町民バ

ドミントン大会

が行われ、小学

生からシニア世

代までのペア30

チームが熱戦を

繰り広げました。

息の合ったプレ

ーで最後までシ

ャトルを追い、スマッシュが決まると大喜び。優勝は、

Ａコース神﨑陽行・松江陽生ペア、Ｂコース松岡莉央・

黒木理代ペア、Ｃコース岡本憲一・岡本真希ペアでした。

　町立図書館読

書会教養講座が、

３月８日、西日

本新聞社の吉丸

宣孝田川支局長

を講師に行われ

ました。講座で

は、毎日発行さ

れている新聞が

どのようにして

作られているのかや、写真のアングル、目を引く見出し

のつけ方などを学んだ参加者たち。普段何気なく読んで

いる新聞の細かなこだわりに関心している様子でした。

新聞を読み解くコツ

何気なく読む新聞の細かなこだわり

↑普段読んでいる新聞を読み解くコツを学びました

　３月19日、平

成30年度自衛隊

入隊予定の髙栁

汰郎さん（一ノ

宮・航空自衛隊）、

と陸上自衛隊高

等工科学校に入

校予定の髙松来

輝さん（峰地団

地）、寺岡真旺さ

ん（下中元寺）が役場を訪れ、寺西町長に入隊を報告しま

した。寺西町長は「国民の安心と安全を守るため、厳し

い訓練、勉強が続くが、頑張ってほしい」と激励しました。

自衛隊入隊・入校予定者が表敬訪問

自衛隊入隊・入校の3人が町長に報告

↑「将来はパイロットになる」と語る入隊・入校の3人

行政区長会が署名提出

ＪＲ日田彦山線の早期復旧を求め

　九州北部豪雨で添田駅～夜明駅（日田市）間が不通

となっているＪＲ日田彦山線。その早期復旧を求めて、

添田町行政区長会（会長＝齊藤公志・添田中行政区長）

と寺西町長、東峰村住民代表が３月14日、ＪＲ九州本

社を訪問し、署名を提出しました。行政区長会が、２

月７日から区長、隣組長を通じて集めた 4,830 人分の

署名をＪＲの担当者に手

渡した齊藤区長は「住民

の願いをしっかり届けた。

通勤通学はもちろん、英

彦山観光にも影響が大き

い。早期の復旧をお願い

したい」と訴えました。

↑寺西町長から表彰状を受けとる畠田さん
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文
芸
歳
時
記

こ
も
れ
日
の
ひ
か
り
集
め
て
福
寿
草　
　
　

安
永　

藻
香

山
深
く
住
め
ば
都
よ
雪
明
り　
　
　
　
　
　

石
谷
タ
ツ
子

ひ
た
す
ら
に
ひ
た
す
ら
に
待
つ
寒
の
明　
　

牧
野
八
寿
子

囀
り
に
目
覚
め
て
平
和
噛
み
し
め
る　
　
　

武
田　

晴
子

凍
て
つ
き
し
字
も
小
字
も
音
も
み
な　
　
　

森
田　

竹
子

一
代
の
一
書
の
重
み
春
立
て
り　
　
　
　
　

大
池
み
ど
り

【
俳
句　

投
稿
】

寛
忌
や
青
の
洞
門
今
も
尚　
　
　
　
　
　
　

濵
田
イ
サ
オ

タ
ン
カ
ン
に
奄
美
の
香
り
運
び
来
て　
　
　

寺
本　

紀
子

う
る
わ
し
き
八
重
の
白
梅
陽ひ

ざ射
し
受
く　
　

村
岡　

清
香

初
山
河
仰
い
で
よ
り
の
静
心　
　
　
　
　
　

島
津
余
史
衣

寒
鯉
や
寺
の
し
じ
ま
の
龍
吐
水　
　
　
　
　

柴
田　

一
世

初
春
や
百
の
鈴
振
り
咲
く
ユ
ッ
カ　
　
　
　

斎
藤
智
寿
子

奉
斎
の
幟
は
た
め
く
お
元
日　
　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

参
道
に
す
く
つ
と
顔
出
す
龍
の
玉　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

金
ノ
原
弥
生
文
化
の
遺
構
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

今
は
台
地
に
大
根
畑　

梶
谷　

敏
明

想
ひ
出
の
は
る
け
き
街
も
わ
が
窓
も

　
　
　
　
　

白
き
雨
脚
に
煙
る
た
そ
が
れ　

独
活
山
強
実

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

窓
開
く
る
に
先
づ
岩
石
山
英
彦
山
も

　
　
　
　
　

吾
を
励
ま
し
穏
や
か
な
り
ぬ　

大
塚　

成
子

白
梅
の
香
り
の
先
に
在
り
し
日
の

　
　
　

師
の
影
見
ゆ
る
今
日
の
佳
き
日
や　

五
十
嵐
田
鶴

空
せ
ま
き
谷
間
に
小
さ
き
つ
む
じ
風

　
　
　
　

吾
を
追
ひ
抜
き
枯
葉
を
舞
は
す　

大
塚　

富
江

誘
は
れ
て
日
差
し
も
温
き
立
春
に

　
　
　
　
　

歌
声
喫
茶
の
直
方
市
へ
行
く　

平
井　

朝
子

水
ぬ
る
み
春
の
訪
れ
其
処
此
処
に

　
　
　
　
　

子
等
と
花
見
の
約
束
を
す
る　

木
村　

寛
子

こ
の
幾
日
雪
化
粧
す
る
霊
峰
は

　
　
　
　

う
す
日
に
輝
き
冷
気
ゆ
る
め
ず　

福
富　

廣
枝

雷
雲
は
低
く
垂
れ
込
め
風
を
呼
び

　
　
　
　
　
　

視
界
の
限
り
吹
雪
は
続
く　

荒
巻
ミ
サ
子

【
俳
句　

添
田
福
寿
句
会
】

地
に
触
れ
て
な
ほ
生
き
い
き
と
藪
椿　
　
　

安
藤
は
じ
め

連
山
の
起
伏
に
浮
か
ぶ
春
の
雲　
　
　
　
　

鶴
原　

幸
江

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】

相
席
を
会
釈
で
交
わ
す
梅
一
輪　
　
　
　
　

諌
山　

静
香

二
番
目
の
気
に
な
る
春
の
金
釦　
　
　
　
　

鈴
鹿　

雅
子

◉
５
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

４
月
16
日
月
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

問 役場まちづくり課文化財係（☎ 82-5964）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

　
山
」「
天あ

ま
の
が
わ

の
川
」「
白し

ろ
た
え妙

」。こ

れ
ら
は
あ
る
植
物
の
品
種

名
で
す
が
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は「
桜
」で
す
。
桜
は
約※

１

600
品

種
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

添
田
公
園
に
は
、
前
述
の
３
種
を

含
め
、
こ
れ
ま
で
に
、
全
国
の
桜
、

約
50
種
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

品
種
に
よ
り
開
花
時
期
が
異
な
る

た
め
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
桜
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

英
彦
山
に
も
桜
の
名
所
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
英
彦
山

神
宮
の
参
道
で「
桜
の
馬
場
」と
言

わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
山
桜
が
植
え

ら
れ
、
こ
こ
で
は
、
一
斉
に
咲
く

桜
を
楽
し
め
ま
す
。
二
つ
目
は
参

道
付
近
の
守
静
坊
と
い
う
、
か
つ

て
の
山
伏
の
住
居
に
は
樹
齢
約
200

年
の
し
だ
れ
桜
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
桜
は
真
光
坊
普
覚
と
い
う
山
伏

が
文
化
・
文
政
の
頃（
１
８
０
４
〜

１
８
３
９
年
）、京
都
祇
園
の
し
だ

れ
桜
の
苗
木
を
持
ち
帰
り
、
植
樹

し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

津
野
の
油
木
ダ
ム
周
辺
に
も
数

多
く
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
咲
き
乱
れ
る
桜
は
ダ
ム
湖

面
に
映
り
込
み
、
毎
年
美
し
い
景

色
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

落
合
に
は
、
町
指
定
文
化
財

「
吉
木
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」が

あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
の
台
風
で

大
き
な
損
傷
を
受
け
な
が
ら
も
、

力
強
く
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
、
昨
年
７
月
の

大
雨
に
よ
り
一
部
が
流
失
。
さ
ら

に
同
年
９
月
の
強
風
で
完
全
に
倒

木
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
在
り
し

日
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
樹
高
が
約

16
ｍ
、胸
高
周
囲
は
約
４
・
６
ｍ
と

い
う
巨
木
で
し
た
。
平
成
４
年
に

夜
須
高
原（
筑
前
町
）で
開
催
さ
れ

た
全
国
植
樹
祭
に
お
い
て
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
に
よ
っ
て
お
手
植
え

さ
れ
た
桜
は
、
吉
木
の
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
か
ら
採
ら
れ
た
種
子
で
し
た
。

桜
は
咲
き
誇
っ
て
い
る
姿
を

鑑
賞
す
る
の
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
が
、
木
材
と
し
て
も
磨

く
と
艶
が
出
て
、
桃
色
の
色
調
が

美
し
く
、
高
級
家
具
な
ど
の
材
料

と
し
て
好
ま
れ
ま
す
。
現
在
、
町

で
は
倒
木
し
た
吉
木
の
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
を
活
用
し
て
、
ク※

２

ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
制
作
を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

文
／
西
山
紘
二
学
芸
員
（
ま
ち
づ

く
り
課
文
化
財
係
）

関か
ん
ざ
ん

吉
木
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を

豪
雨
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に

添
田
公
園
を
は
じ
め
、
町
内
に
は
桜
が
多
く
植
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
季
節
は
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
く
れ
ま
す
。
町
で
は
、

倒
木
し
た
吉
木
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
活
用
し
た
、
復
興
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
制
作
し
ま
す
。

満開の吉木のヤマザクラ（写真
／2006年添田町フォ

トコンテスト入賞作品）

※１…『このはなさくや図鑑 美しい日本の桜 桜図鑑』 藤原隆之（2016年）

※２…ある目的を成功させるため、不特定多数の人に資金を提供していただく資金調達方法（Ｐ３参照）

「選挙管理委員会からのお知らせ

　郵便局の転送サービス期間は１年間です。期間
が終了してしまうと郵便物が転送されず差出人に
戻されてしまい、選挙の投票所入場券が届かない
場合がありますので、お気をつけください。詳し
くは、最寄りの郵便局へお問い合わせください。

選挙管理委員会委員と同補充員の決定

　３月議会で、選挙管理委員会委員と同補充員が
次のとおり決まりましたので、お知らせします。
任期は、平成30年３月25日から平成34年３月24日
までの４年間です。また、３月26日に選挙管理員
会が行われ、丸本孝さんが選挙管理委員長に決ま
りました。

●選挙人登録者数（３月１日現在）
　男 4,101 人　女 4,758 人　計 8,859 人
●在外選挙人名簿登録者数（３月１日現在）
　男　４人　　女　３人　    計　７人

問 添田町選挙管理委員会（総務課内／☎82-1231）

転送サービスの
期間は１年間です

◎選挙管理委員会委員
委員名 行政区 委員名 行政区
丸本　　孝 添田東 齊城　敬史 下落合
山本　文一 上中元寺 馬場　和弘 下津野
◎選挙管理委員会委員補充員
委員名 行政区 委員名 行政区
宮崎　陽子 町四 宮﨑　和博 上津野
加藤　庄司 下落合 船瀬かほる 下中元寺

４月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

西山 侑
ゆうし

志ちゃん 
４月１日生 ❸・添田中

　E メールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。

◎３歳までのお子さん募集中！５月生まれは４月16日月まで

送信先
koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp

問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-1231）

♡侑ちゃん３才おめでとう。新幹線の
お医者さんのドクターイエローが大
好きな笑顔いっぱいの侑ちゃん。パ
パとママと楽しい思い出を作ろうネ。

山下 芽
めい

生ちゃん 
４月27日生 ❷・上中元寺

お誕生日おめでとう☆妹と仲良
く元気に育ってね☆

　３月20日、津野婦

人学級20人が、油木

ダム周辺や戸立峠で

清掃活動をしました。

空き缶など大量のゴ

ミを集め、「とてもき

れいになりました。ぜひ、油木ダム桜ウォーキン

グ（４月８日）に来てください」と語っていました。

津野婦人学級が地域で清掃活動

金子三枝子さん（中津野）からの投稿です

まちかど特派員投稿

津野婦婦人

ま

津津野野野婦婦婦

ま

津 婦

動

作ろ

婦

動



合併浄化槽設置費用を
一部補助します

　

12
月
の
そ
れ
ぞ
れ
２
か
月
）

▼
勤
務
時
間　

８
時
〜
17
時
。
時
間

　

は
要
相
談（
４
時
間
か
ら
）、
特
に

　

17
時
か
ら
18
時
30
分
ま
で
働
け
る

　

人
歓
迎

▼
必
要
資
格　

普
通
自
動
車
免
許（
車

　

で
の
通
勤
が
可
能
な
人
）

▼
募
集
人
数　

５
人
程
度
（
年
齢
、

　

性
別
不
問
）

▼
受
付
時
間　

平
日
８
時
〜
17
時（
電

　

話
に
て
随
時
受
付
、後
日
面
接
あ
り
）

問 

福
太
郎
㈱
英
彦
山
工
場

　

 

（
☎
47
―
０
２
１
０
）

　

県
で
は
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
女
性
を
育
成
す

る
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
内
容　

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た

　

避
難
所
運
営
に
関
す
る
講
演
・
報
告
、

　

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
や
非
常
時
の

　

子
ど
も
用
オ
ム
ツ
づ
く
り
な
ど

▼
と
き　

５
月
開
催
予
定

▼
と
こ
ろ　

福
岡
、
北
九
州
、
筑
後
、

　

筑
豊

▼
対
象　

県
内
在
住
の
女
性

▼
定
員　

各
会
場
60
人
程
度
（
応
募

　

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
受
講
料　

無
料
（
託
児
有
り
）

▼
募
集
期
限　

４
月
末

▼
申
込
方
法　

受
講
申
込
書
（
チ
ラ

　

シ
裏
面
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

添
田
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

▼
試
験
日　

▽
一
般
幹
部
候
補
生
＝

　

５
月
12
日
土
・
13
日
日
▽
一
般
曹
候

　

補
生
・
自
衛
官
候
補
生
＝
５
月
26
日
土

▼
試
験
会
場　

▽
一
般
幹
部
候
補
生

　

＝
福
岡
駐
屯
地
な
ど
▽
一
般
曹
候

　

補
生
＝
北
九
州
市
立
大
学
▽
自
衛

　

官
候
補
生
＝
北
九
州
市
立
大
学
な
ど

▼
資
格　

▽
一
般
幹
部
候
補
生
＝
22

　

歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
20
歳
以

　

上
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒
見
込
み

　

含
む
）
▽
一
般
曹
候
補
生
＝
18
歳

　

以
上
27
歳
未
満
の
人　

▽
自
衛
官

13　広報そえだ（平成 30年４月号） 広報そえだ（平成 30年４月号）　12

　

候
補
生
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
限　

５
月
１
日
火

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
勤
務
地　

福
太
郎
㈱
「
め
ん
べ
い
」

　

英
彦
山
工
場

▼
勤
務
内
容　

選
別
、
包
装
、
手
織

　

り
箱
の
作
成

※
簡
単
な
機
械
操
作
あ
り
。

▼
勤
務
形
態　

▽
パ
ー
ト
勤
務
（
フ

　

ル
タ
イ
ム
勤
務
・
自
由
裁
量
勤
務
）

　

▽
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
勤
務
（
３
月

　

〜
４
月
、
７
月
〜
８
月
、
11
月
〜

　

へ
郵
送
又
は
持
参

※
受
講
申
込
書
は
、
県
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。詳
細
は
、

県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

問 

県
男
女
共
同
参
画
推
進
課　

 
 　

（
☎
092
―
643
―
３
３
９
１
）

▼
と
き　

５
月
29
日
火　

10
時
〜
11

　

時
（
受
付
9
時
30
分
〜
）、13
時
〜

　

14
時
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
／
要
予
約

▼
内
容　

肢
体
不
自
由
の
補
装
具
の

　

支
給
・
修
理
の
要
否
判
定
や
、
そ

　

の
他
身
体
障
が
い
に
関
わ
る
相
談

▼
予
約
期
限　

５
月
10
日
木

※
聴
覚
障
害
の

診
断
、
補
聴
器

の
補
装
具
費
の

要
否
判
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
の
作

成
は
行
い
ま
せ
ん
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障

　

 

が
い
者
係 

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

▼
と
き　

４
月
24
日
火　

15
時
30
分

　

〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ク
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ピ
ネ
ス

Informationくらしに役立つ情報満載

試
験
・
募
集

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
気

　

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

飯
塚
ブ
ラ
ン

チ
で
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
を
対

象
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携

し
た
就
業
支
援

や
養
育
費
相
談

な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
電
話
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
日
時　

月
曜
〜
金
曜
９
時
〜

　

17
時
（
土
曜
と
第
１
・
第
３
日
曜

　

の
９
時
〜
16
時
も
受
け
付
け
）

▼
相
談
内
容　

▽
就
業
相
談
＝
来
所

　

相
談
・
出
張
相
談　

▽
養
育
費
相

　

談
＝
電
話
相
談　

▽
無
料
弁
護
士

　

相
談
＝
来
所
相
談（
春
日
市
ク
ロ
ー

　

バ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
先
着
４
人
、
日

　

時
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問 

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯

　

 

塚
ブ
ラ
ン
チ

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
０
３
９
０
）

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、
弁

護
士
会
、
暴
追
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連

携
し
て
、
面
接
や
電
話
に
よ
る
集
中

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
21
日
土
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

▽
飯
塚
市
民
事
暴
力
相

　

談
セ
ン
タ
ー
（
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎

　

０
９
４
８
―
22
―
３
８
８
３
）
▽

　

福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
092
―
711
―
４

　

０
７
６
）
▽
北
九
州
市
安
全
・
安

　

心
相
談
セ
ン
タ
ー（
相
談
ダ
イ
ヤ

　

ル
☎
093
―
582
―
２
１
４
０
）
▽
久

　

留
米
市
暴
力
追
放
推
進
協
議
会（
相

　

談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
９
４
２
―
30
―

　

９
０
５
５
）

問 

（
公
財
）福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推

　

 

進
セ
ン
タ
ー（
☎
092
―
651
―
８
９
３
８
）

相
談

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

暴
力
団
被
害
集
中
相
談
会

▼
と
き　

５
月
27
日
日
10
時
〜
16
時

▼
相
談
方
法　

電
話
相
談

▼
相
談
例　

ネ
ッ
ト
を
見
て
い
た
ら

　

突
然
会
員
登
録
画
面
が
表
示
さ
れ

　

て
高
額
の
会
費
や
解
約
金
を
請
求

　

さ
れ
た
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

で
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が

　

届
か
な
い
な
ど

問 

相
談
受
付
電
話
番
号

　

 

（
☎
092
―
724
―
９
５
０
５
）

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
に
相
談
を

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

福
太
郎
㈱

パ
ー
ト
・
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
110
番

家庭から出る生活排水による湖沼や河川の
水質汚濁を防止するため、町では合併浄

化槽の設置費用の一部を補助しています。また、
単独浄化槽を撤去し合併浄化槽へ転換する人に、
撤去費用の補助も行います。

◉「合併浄化槽」とは
　トイレの汚水だけでなく、台所や風呂などの
生活雑排水も一緒に処理する浄化槽のことです。

◉「単独浄化槽」とは
　トイレの汚水のみを処理する浄化槽で、生活
雑排水はそのまま放流されます。そのため単独
浄化槽は、合併浄化槽に比べ、約８倍の汚れた
水を放流していることになります。
●対象者　添田町に住所を有し、または住所を
有する予定の人で、平成30年度中に、町内に新
たに合併浄化槽を設置する人（平成30年度中に
竣工完了するもの）。
●申込方法　補助金交付審査申請書を、本人また
は代理人（施工業者）が提出してください。審査申
請書は、役場１階保健福祉環境課環境保全係の窓
口に設置しています。
●申込期間　随時受け付けています。
●補助金額

○補助金の例
　　　既設の単独浄化槽を撤去し、新たに７人
槽の合併浄化槽を設置する場合
→→→90,000円＋ 517,000円＝ 607,000円
　　　新たに７人槽の合併浄化槽を設置する場合
→→→517,000円
※条件によっては補助金が交付されない場合が
ありますので、詳しくは役場環境保全係まで問
い合わせください。

問 役場保健福祉環境課環境保全係
　 （☎ 82-1232）

人槽面積など
5人延べ面積130㎡未満
7人延べ面積130㎡以上
10人２世帯住宅

既設単独浄化槽の撤去費用補助

補助金額上限
415,000円
517,000円
685,000円
　90,000円

例 1

例 2

撤去・設置費用の負担を軽減

問 教育委員会
学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば
◉新年度が始まりました

　　平成30年度が始まり、新小学生
61名、新中学生78名が希望に胸をふ
くらませて、学校生活を迎
えることになりました。
子どもたちが、勉強や
スポーツ、遊びをと
おして、友達との楽
しい学校生活を過ご
せるように、学校、保護者
と協力しながら後押ししていきたいと思います。
　さて、昨年11月から12月にかけて、町内６か所
で行いました「添田町立小学校統合基本計画（案）」
の説明会では、多くの町民の方々から、さまざま
なご意見やご要望をいただきまして、誠にありが
とうございました。また、広報そえだの２月号に
「添田町立小学校統合基本計画（案）」を掲載し、ご
参加いただけなかった方々も含めて、改めて、お
知らせさせていただきました。
　この基本計画（案）は、添田町として、子どもの
教育環境や学力の向上、少子化や学校施設の老朽
化の進行など、さまざまな教育課題に対して、将
来を見据えた方向性を示したものであります。
　今後もみなさんへの丁寧な説明を行い、多くの
方々による議論や検討を行っていく機会を設けな
がら、「添田町立小学校統合基本計画（案）」を子
どもたちにとって、より良い計画にしていきたい
と考えています。そのためにも、基本計画（案）の
中での「平成34年４月１日の開校を目指す」方針
については、期限ありきではなく、これからも多く
の方々のご理解、ご協力を得て、「早期の学校建設
と開校を目指す」との方針で進めて行きたいと思
いますので、よろしくお願いいたします。

５
月
1
日
木

い
ま
せ
ん
。

福
岡
県「
女
性
の
た
め
の
災
害
対

応
力
向
上
講
座
」参
加
者
募
集

まりました

始まり、新小学生
名ががが名ががが名 希望に胸をふ
生活を迎
した。
強や
と
楽
ご
保護者



○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
佐
々
木
千
賀
子（
上

　

落
合
一
）▽（
故
）藤
田
政
明（
上
落
合
一
）

　

▽
池
田
喜
美
江（
下
落
合
）▽（
故
）三
保

　

房
枝（
下
中
元
寺
）▽
宮
本
孝
治（
野
田
）

　

▽（
故
）吉
田
米
子（
添
田
中
）▽（
故
）木
村

　

安
信（
町
二
）▽（
故
）畠
田
義
昭（
豊
川
）▽

　
（
故
）山
本
清
隆（
真
木
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫
（
岩
瀬
）
▽

　

伊
藤
麗
子
（
添
田
中
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子
（
添
田
中
）　

　

▽
三
丸
十
七
子
（
添
田
中
）
▽
赤

　

間
徳
夫
（
岩
瀬
）

　
　
　
（
平
成
30
年
３
月
14
日
現
在
）

問 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　

 

（
☎
44
―
６
２
５
６
）

　

福
岡
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、
病
気
や
け
が
で
救
急
車
を
呼

ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
場
合
に
、
医
療

機
関
の
受
診
や
救
急
車
の
利
用
（
119

番
通
報
）な
ど
に
つ
い
て
、24
時
間
体

制
で
看
護
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
機
の
「
♯
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て

か
ら
「
７
１
１
９
」
を
押
し
、
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は（
☎
092
―
471
―

０
０
９
９
）
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
重
症
時
は
迷
わ
ず
に
119
番
を
。

問 

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
医
療
指

　

 

導
課（
☎
092
―
643
―
３
２
７
３
）

●人　口　10,142 人（ー30人）

●男　性　  4,774 人（ー15人）

●女　性　  5,368 人（－15人）

●世帯数　  4,782世帯（－６世帯）

●出生　４ 人

●死亡　20 人

●転入　22 人

●転出　36 人

人の動き ２月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　４月17日火、５月１日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　4月13日金（15時～）
●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　４月20日金
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　４月10日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　４月10日火（10時～）、26日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

　２月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　２月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  自動車盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
１（＋１）

今年の累計
０（±０）
０（±０）
０（±０）
２（＋１）

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

31（＋14）
０（±０）
４（＋４）

今年の累計
56（＋27）
０（±０）
12（＋５）

  車上ねらい

看護職で再就職を/ナースプラザ福岡
【看護職再チャレンジ講習会（基礎コース）】
▶とき　６月14日木、21日木、27日水、７月３日火
【採血・注射サポート教室】
▶とき　４月19日木、５月17日木
※詳しくは問い合わせください。
問 福岡県ナースセンター（☎092-631-1221）

企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
に
利
活

用
さ
れ
ま
す
。
調
査
票
に
記
入
し
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に

使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
調
査
時
点　

平
成
30
年
６
月
１
日

▼
対
象　

従
業
員
４
人
以
上
の
全
て

の
製
造
事
業
所

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
商
工
業
振

　

 

興
係
（
☎
82
―
５
９
６
２
）

　

遠
賀
川
流
域
で
、
河
川
の
水
質
の

改
善
な
ど
を
目
的
と
し
た
環
境
保
全

活
動
を
行
う
住
民
団
体
な
ど
に
対
し

て
、
そ
の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体　

支
流
を
含
む
遠
賀
川

　

流
域
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
ま

　

た
は
今
後
行
お
う
と
す
る
会
員
数

【
ヤ
マ
メ
つ
か
み
ど
り
大
会
】

▼
と
き　

４
月
22
日
日  

10
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

上
中
元
寺
公
民
館
前

▼
参
加
費　

小
学
生
以
上
500
円
（
釣

　

り
大
会
参
加
者
と
幼
児
は
無
料
）

問 

上
中
元
寺
青
壮
年
ク
ラ
ブ
猪
熊
さ
ん

　

 

（
☎
090
―
１
５
１
０
―
４
２
１
４
）

▼
と
き　

４
月
21
日
土
〜
４
月
30
日

　

月
祝　

９
時
〜
16
時
30
分

　
（
期
間
中
の
土
日
祝
日
は
花
公
園

　

内
特
設
テ
ン
ト
で
イ
ベ
ン
ト
あ
り
）

▼
と
こ
ろ　

英
彦
山
花
公
園

▼
入
園
料　

大
人
（
高
校
生
か
ら
）　

　

200
円
、
小
人（
小
学
生
か
ら
）100
円

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容　

地
元
特
産
品
や

　

し
ゃ
く
な
げ
苗
、
特
産
品
の
販
売

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

英
彦
山
花
公
園（
☎
85
―
０
３
７
５
）

【
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
】

▼
と
き　

４
月
22
日
日  

６
時
30
分
〜

　

11
時（
受
付
６
時
〜
）／
雨
天
決
行

※
事
前
予
約
不
要
。
６
時
30
分
以
降

も
随
時
受
付
。（
表
彰
式
11
時
）

▼
と
こ
ろ　

上
中
元
寺
公
民
館
前
、　

　

田
中
組
集
会
所
前

▼
参
加
費　

一
般
＝
千
円
、
小
学
生

　

以
下
＝
500
円
（
お
に
ぎ
り
・
だ
ん

　

ご
汁
付
き
）

※
ル
ア
ー
の
使
用
禁
止
。

※
釣
り
具
の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ

ん
が
、
釣
り
具
屋
が
来
場
し
、
釣
り

道
具
や
エ
サ
の
販
売
を
し
ま
す
。

　

添
田
町
に

在
住
す
る
世

帯
の
子
ど
も

の
将
来
の
夢
を
応
援
す
る
た
め
、
２

つ
の
給
付
型
奨
学
金
と
、
無
利
子
貸

与
型
奨
学
金
の
申
請
を
４
月
27
日
金

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
給
付
型
奨
学
金
】

■
添
田
町
佐
藤
知
也
給
付
型
奨
学
金

▼
対
象　

４
年
制
以
上
の
大
学
に
進

　

学
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
学
生

▼
奨
学
金
額　

月
額
３
万
円

▼
採
用
人
数　

２
人
以
内

■
添
田
町
奨
学
金

▼
対
象　

大
学
な
ど
（
短
大
、
専
修

　

学
校
専
門
課
程
、
高
専
の
４
学
年
）

　

に
進
学
す
る
学
生

▼
入
学
支
度
金　

10
万
円

▼
奨
学
金
額　

月
額
２
万
円

▼
採
用
人
数　

6
人
以
内

【
無
利
子
貸
与
型
奨
学
金
】

■
添
田
町
育
英
資
金

▼
対
象　

高
等
学
校
、短
大
、大
学
な
ど

▼
入
学
支
度
金　

▽
高
等
学
校
な
ど

　

＝
２
万
４
千
円
以
内　

▽
大
学
な

　

ど
＝
６
万
円
以
内

▼
奨
学
金
額　

▽
高
等
学
校
な
ど
＝

　

月
額
１
万
２
千
円
以
内　

▽
大
学

　

な
ど
＝
月
額
２
万
２
千
円
以
内

▼
採
用
人
数　

若
干
名

※
各
受
給
資
格
な
ど
詳
し
く
は
教
育

委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
３
）

　

駆
除
隊
員
は
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
駆
除
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
登
山
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入
山

す
る
と
き
は
、
目
立
つ
服
を
着
た
り

明
る
い
色
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
す

る
な
ど
、
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
15
日
日
〜
平
成
31
年

　

３
月
10
日
日
（
予
定
）

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
業
振
興
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

工
業
統
計
調
査
は
、
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法

に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統

計
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
中
小
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５
人
以
上
の
団
体
で
、
他
か
ら
の

　

助
成
を
受
け
て
い
な
い
団
体

▼
対
象
活
動　

清
掃
活
動
、
水
質
・

　

生
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど

▼
助
成
対
象
活
動
期
間　

平
成
30
年

　

６
月
〜
平
成
31
年
１
月

▼
助
成
内
容　

上
限
10
万
円
／
１
団
体

▼
申
込
期
限　

４
月
27
日
金

問 

北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験

　

 

所（
☎
093
―
641
―
５
９
４
８
）

　

都
市
計
画
法（
昭
和
43
年
法
律
第
100

号
）第
19
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

都
市
計
画
決
定
（
県
知
事
同
意
平
成

30
年
３
月
７
日
）
し
た
の
で
、
同
法

第
20
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
平
成

30
年
３
月
22
日
に
告
示
し
ま
し
た
。

Informationくらしに役立つ情報満載

イ
ベ
ン
ト

上
中
元
寺
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会

ヤ
マ
メ
つ
か
み
ど
り
大
会

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ま
つ
り

当
該
都
市
計
画
の
図
書
は
、
同
条
第

2
項
の
規
定
に
よ
り
、
添
田
町
住
環

境
整
備
課
で
縦
覧
し
ま
す
。

▼
都
市
計
画
の
名
称　

筑
豊
広
域
都

　

市
計
画
公
園　

5
・
5
・
８
０
０
１

　

号
添
田
公
園
の
変
更（
添
田
町
決
定
）

問 

役
場
住
環
境
整
備
課

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

　

建
物
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
、
４
月
１
日
か
ら
重
大
な
消
防
法

違
反
の
あ
る
建
物
を
田
川
地
区
消
防

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
の
建

物
や
公
表
内
容
、
公
表
時
期
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動
団
体

支
援
助
成
事
業

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

15　広報そえだ（平成 30年４月号）

◉対象　添田町に住民票がある75歳
以上の人（同居の家族がいても申請
できるようになりました）
※次の場合は利用でき
ません。①町民税など
滞納がある②運転免許
証を持っている
◉助成金額　１回の乗車につき300円
◉利用区間　町内での乗降に限る
◉申請方法　申請書に必要事項を記
入し役場まちづくり課に提出
※すでに利用者登録証の交付を受け
ている人も、更新手続きが必要です。
◉必要なもの　印鑑（代理人の場合は
代理人の印鑑も必要）、本人確認がで
きるもの（健康保険証など）、登録証
（すでに登録している人のみ）
※詳しくは問い合わせください。
問 役場まちづくり課施策推進係
　 （☎ 82-1236)

添田町タクシー利用助成事業

75歳以上の皆さんの
タクシー料金一部を助成

た）

車 き 円

たた）

重
大
な
消
防
法
違
反
の
建
物
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
ま
す

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か

迷
っ
た
ら「
♯
７
１
１
９
」

道の駅歓遊舎ひこさんに、あなた
の商品を出品してみませんか。

平成30年度の出品者の募集を行います。
【新規出品者受付】

◉応募資格　町内在住者
◉受付期間　４月１日日～30日月祝
※新規出品希望者には後日、説明会を
行います。なお、手続き受付時間は９
時から17時までです。

問 歓遊舎ひこさん（☎ 47-7039）

道の駅歓遊舎ひこさんに
商品を出品しませんか

新規出品者を募集しています

◉従業員募集中（パート）
　歓遊舎ひこさんで一緒に働きませ
んか。従業員を募集しています。
▶レジ・販売パート　１日５時間（シ
フト制）月20日程度勤務
※詳しくは問い合わせください。給

付
型
奨
学
金
と
育
英
資
金
の

申
請
受
付
開
始

筑
豊
広
域
都
市
計
画
公
園

そ
え
だ
公
園
区
域
を
変
更

を
応
援
す
る
た
め
、
２

開開
始
開
始

■編集後記　

▶ミツマタは、和紙の原料として、紙幣にも使われて
いるそうです。桜やシャクナゲ、クリン草など英彦山
から花の便りが聞かれる季節になってきました。（小林）
▶また４月を迎え、広報５年目に入りました。これか
らも楽しみながら頑張っていきたいと思います。（水上）
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岡
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◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

◇
発
行

卒園おめでとう
思い出と感謝を胸に…(*^。̂*)

卒園の歌を元気に歌いました

家族に感謝の気持ちを込めて

保護者や先生、 在園児、

　　　　　　みんなで記念撮影

３月24日、（一財）添田福祉会のくるみ保育
園（落合）、たから保育園（中元寺）、み

どり保育園（庄）、ひかり保育園（津野）で卒
園式が行われました。保護者や在園児に見守ら
れ、ちょっぴり緊張した表情で入場してきた卒
園児たち。ひとりずつ名前を呼ばれると「はい」
と大きな声で返事をして、園長先生から保育証
書を受け取っていました。また、保育園で頑張っ
た思い出を元気に発表したり、いつもお世話を
してくれる家族へ感謝の手紙を渡したりする園
児たちの成長した姿に、保護者の皆さんは目に
涙を浮かべていました。4月からはいよいよ１
年生。卒園おめでとうございます。

『お父さん、 お母さん、
　　　　いつもありがとう』

大好きだった先生。

　『ありがとうございました』

卒園おめでとう!!いよいよ１年生。
元気いっぱい、頑張れ『そえだっ子』
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